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時間内に終わる努力をする！それでも残業ならば人員増！
「18時までは時間外を申告しない」という悪しき風土を改革しよう！
「時間外に処理しなければならない仕事か」「協力して平準化できないか」みんなで考えよう！
　人事課は11月21日、「時間外勤務命令に関する取扱い等について」、次の事務連絡を発出しました。
　これは今期の確定闘争における、「時間外勤務で多くの職員が1時間以上からを残業としているが、長短にかかわらず分単位から入力するよう働き方改革調整部会で各局長に伝えた。職場で混乱が生じないよう工夫して周知する。」との回答を踏まえたものです。


たとえ1分でも、残業は残業！
　時間外勤務が1時間に満たなくても、分単位で入力しましょう。「事前命令」（やってる！？）よりも伸びた場合は、きちんと修正しましょう。

「未払いになるのでは？」という心配はご無用！事務連絡を出した以上、当局はきちんと対応するはずです。

万一、未払いが残るようであれば、自治労県職労までご一報ください。

終業時間には、一度仕事を止めよう！
　終業のチャイムが鳴っても、何事もなかったように仕事を続けるのも「悪しき県庁風土」です。
　一度仕事を止めて、「当日中、勤務時間外に処理しなければならないことか（明日以降でも構わないことか）」、「他の職員と協力して取り組み平準化することができないか」、一旦立ち止まって自分の仕事を見つめ直すことも重要なことです。

人の減らしすぎが最大の原因
　そうは言っても時間外勤務が減らない最大の原因は、これまでの無理な人員削減です。表にあるとおり、2005年から15年までの10年間で、実に1,200人弱の人員が削減され、人口比では全国最低の職員数です。
　根本的に時間外勤務を削減するために、組合に加入し、職場から人員増を要求していきましょう。

○神奈川県における人員削減（県資料）
	年　度
	知事部局定数
	削減数・率

	2005年度
	８，３１１人
	▲１，１７９人
（▲１４．２％）

	2015年度
	７，１３２人
	


















































［庶務事務システムへの入力］


〇　上記により命令された時間外勤務時間については、時間の長短にかかわらず、庶務事務システムに適切に入力するようにしてください。


〇　例えば、県民との窓口・電話対応等が終業時刻（l7時15分）を過ぎ、業務の終了が17時50分となった場合には、35分間の時間外勤務時間を入力することとなります。


※　着用を義務付けられた所定の服装への着替えに要する時問、作業上必要な機械点検や引継ぎ等に要する時間なども勤務時間（勤務時間外に行った場合は時間外勤務）となりますのでご留意ください。


※　時間外勤務手当を算定する際の時間外勤務時間数は、当月の全時間数（支給割合を異にする部分については、各部分ごとに計算した時間数）によって算出され、1時間未満の端数があるときは、30分以上は1時間とし、30分未満は切り捨てになります。





事務連絡の概要


［朝夕ミーティング等を通じた事前命令の徹底］


〇　グループリーダーや出先機関の課長等（以下「GL等」）は、朝夕ミーティング等を通じて、当日の業務の予定等を確認します。


〇　G L等は、職員から時間外勤務の申出があった場合には、当日中、勤務時間外に処理しなければならないことか（明日以降でも構わないことか）、他の職員と協力して取り組み平準化することができないか、といった点を十分考慮し調整した上で、必要と認める時間について時間外勤務を命令します。


〇　G L等は、グループウェアの「在庁時間情報提供（以下「PCログ」）」等を活用し、事前に命じた時間とPCログとの聞に乖離がある場合には、職員に確認した上で、必要に応じて時間外勤務命令を修正します。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































